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赤とうがらしを栽培してみたい。どんな栽培方法か教えてほしい。

など少しでも興味がある方は右の問い合わせ先までご連絡ください。

8月３日㈮に事業説明会を開催しました。

　　赤とうがらしを与謝野で！　Part2

与
謝
野
を
と
う
が
ら
し
の

産
地
に
し
た
い
と
い
う
想
い

“京とうがらし”は150品ある商品の内のひとつ“京とうがらし”は150品ある商品の内のひとつ

　

平
成
30
年
３
月
号
の
農
業
委
員
会

だ
よ
り
で
も
紹
介
し
た
㈱
真
田
に
よ

る
与
謝
野
町
で
の
「
赤
と
う
が
ら

し
」
の
取
組
に
つ
い
て
、
８
月
３
日
、

与
謝
野
町
農
業
技
術
者
会
の
主
催
に

よ
り
、
元
気
館
に
て
事
業
説
明
会
を

開
催
し
ま
し
た
。

　

町
内
で
新
規
事
業
に
興
味
の
あ
る

農
業
者
21
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
水

稲
に
代
わ
る
比
較
的
手
間
の
か
か
ら

な
い
新
た
な
農
業
振
興
作
物
と
し
て
、

町
と
し
て
も
注
目
し
て
い
ま
す
。

　

説
明
会
で
は
、
事
業
の
展
望
、
と

う
が
ら
し
の
産
地
化
、
栽
培
の
概
要

を
中
心
に
説
明
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

一
般
的
な
収
穫
の
方
法
は
赤
い
株
を

手
作
業
で
収
穫
し
ま
す
が
、
今
回
の

事
業
で
は
根
元
か
ら
バ
ッ
サ
リ
と
切

っ
て
青
も
混
じ
っ
た
と
う
が
ら
し
を

工
場
で
買
い
取
る
方
法
を
提
案
さ
れ

て
い
ま
す
。
農
業
者
に
と
っ
て
も
収

穫
の
省
力
化
が
期
待
で
き
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
具
体
的
な
買
取
価

格
の
提
示
が
無
い
こ
と
や
新
た
な
作

物
と
い
う
不
安
も
あ
り
、
今
後
も
農

業
者
と
㈱
真
田
と
の
間
で
深
い
協
議

を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
り
そ
う
で

す
。

　

今
回
の
説
明
会
で
㈱
真
田
か
ら
は
、

町
内
で
興
味
を
持
っ
て
い
る
農
業
者

を
掘
り
起
し
、
栽
培
・
収
穫
の
方
法

や
事
業
に
関
す
る
詳
し
い
説
明
を
寄

り
添
っ
た
形
で
進
め
て
い
き
、
産
地

化
を
目
指
し
た
い
と
い
う
熱
い
想
い

を
聞
か
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。　

　

今
後
は
経
営
指
標
な
ど
を
農
業
者

と
共
に
模
索
し
な
が
ら
進
め
て
い
く

予
定
で
す
。

　

町
と
し
て
も
農
業
所
得
向
上
に
向

け
て
、
あ
ら
ゆ
る
可
能
性
を
模
索
し
、

農
業
者
に
情
報
提
供
し
て
い
き
ま
す
。

＜株式会社真田の概要＞

　社名：株式会社　真田（屋号：山城屋）

　創業：明治37年

　代表取締役：真田　英明

　本店：京都府京都市東山区八坂塔上田81-2

　本社・工場：京都府宇治市槙島町目川21

　資本金：4,000万円

　売上：2017年12月期　25億円

新
た
な
一
歩
が
ス
タ
ー
ト

ま
だ
ま
だ
協
議
が
必
要
？

農林課 農業振興係

TEL：43-9023　FAX：43-2194



第6期与謝野町農業委員会がスタートしました
　農業委員会等に関する法律の改正により、8月1日から農業委員14人、農地利用最適化推進委員11人の総勢
25人の体制でスタートしました。また、同日に開催された初総会において、会長に 山﨑 信之 氏、同職務代
理者に 太田 豊 氏が選出されました。
　新しい委員の顔ぶれは、現職12人、新人13人で、任期は平成30年8月1日から平成33年7月31日までの3年間
です。

前
列
右
か
ら

　

戸
田　

准
也
（
三
河
内
）

　

小
長
谷　

秀
彌
（
上
山
田
）

　

矢
野　

憲
一
（
滝
）

　

太
田　

豊
（
石
川
大
宮
・
中
地
）

　

山
﨑　

信
之
（
下
山
田
）

　

和
田　

徳
雄
（
与
謝
）

　

小
田　

則
子
（
滝
）

　

木
村　

有
紀
子
（
温
江
）

中
列
右
か
ら

　

上
田　

哲
生
（
岩
滝
）

　

野
口　

道
男
（
算
所
）

　

細
見　

和
生
（
加
悦
）

　

水
口　

俊
彦
（
石
川
亀
山
）

　

山
﨑　

康
則
（
下
山
田
）

　

番　

晃
（
香
河
）

　

宮
本　

浩
司
（
温
江
）

　

成
毛　

義
信
（
市
場
）

　

細
井　

昭
（
後
野
）

後
列
右
か
ら

　

大
内　

裕
揮
（
岩
屋
）

　

河
邉　

悟
（
石
川
川
上
・
上
地
）

　

小
田　

行
雄
（
石
川
下
地
・
堂
谷
）

　

渋
谷　

周
一
（
明
石
）

　

細
井　

保
伸
（
加
悦
奥
）

　
廣
野　

伸
一
（
石
田
・
弓
木
）

　

三
田　

耕
嗣
（
男
山
）

左
上

　

森
垣　

剛
（
金
屋
）

　

平
成
28
年
の
「
農
業
委
員
会
等
に
関
す

る
法
律
」
の
改
正
を
受
け
、
本
年
８
月
１

日
か
ら
農
業
委
員
14
名
と
、
農
地
利
用
最

適
化
推
進
委
員
11
名
、
合
わ
せ
て
25
名
の

新
し
い
体
制
で
の
「
与
謝
野
町
農
業
委
員

会
」
が
ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。

　

こ
れ
ま
で
以
上
に
、
農
地
の
利
用
集
積

や
担
い
手
の
確
保
・
育
成
、
遊
休
農
地
の

発
生
防
止
な
ど
、
農
地
利
用
の
最
適
化
の

推
進
に
つ
い
て
、
農
業
委
員
会
の
主
体
的

業
務
と
し
て
活
動
し
て
い
く
こ
と
が
求
め

ら
れ
、
農
業
委
員
、
農
地
利
用
最
適
化
推

進
委
員
の
活
動
に
期
待
が
寄
せ
ら
れ
る
と

こ
ろ
で
す
。

　

与
謝
野
町
で
も
農
業
者
の
高
齢
化
、
有

害
鳥
獣
被
害
な
ど
の
理
由
で
耕
作
放
棄
地

が
増
加
す
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、
一
方

で
新
規
就
農
を
目
指
す
若
い
人
た
ち
も

徐
々
に
で
は
あ
り
ま
す
が
増
え
て
き
て
い

ま
す
。

　

本
町
の
農
業
者
の
期
待
に
沿
え
ま
す
よ

う
、
与
謝
野
町
の
農
地
を
守
り
、
農
業
を

守
る
べ
く
委
員
全
員
で
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
の
で
、
皆
様
方
の

ご
理
解
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

あ
い
さ
つ

　
　
与
謝
野
町
農
業
委
員
会

　 

　
　
　
　
会
長
　
山
﨑
　
信
之
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暑
く
て
長
か
っ
た
夏
も
終
わ
り
収

穫
の
時
期
と
な
っ
て
い
ま
す
。
今
年

は
梅
雨
明
け
が
早
く
最
高
気
温
を
更

新
す
る
暑
さ
が
続
き
ま
し
た
。
ま
た

台
風
18
号
、
７
月
豪
雨
、
台
風
21
号

と
立
て
続
き
に
丹
後
地
方
を
災
害
が

襲
い
、
大
き
な
被
害
が
発
生
し
ま
し

た
。
自
然
災
害
の
猛
威
は
近
年
多
く

な
る
と
と
も
に
激
し
さ
を
増
し
て
い

る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

状
況
の
中
で
の
収
穫
は
喜
び
が
ひ
と

し
お
大
き
く
感
じ
ら
れ
ま
す
が
、
農

家
の
皆
さ
ん
が
来
年
以
降
も
農
業
を

頑
張
ろ
う
と
思
っ
て
い
た
だ
け
る
よ

う
災
害
が
無
く
な
る
こ
と
を
祈
っ
て

い
ま
す
。

　

８
月
よ
り
農
業
委
員
会
の
体
制
が

新
し
く
な
っ
た
こ
と
に
伴
い
、
編
集

委
員
も
新
た
な
女
性
委
員
二
人
を
加

え
て
委
員
会
だ
よ
り
作
成
に
取
組
ん

で
い
き
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　
　
　

（
水
口 

俊
彦 

委
員
）

編
集
後
記

広
報
編
集
委
員

委
員
長　

水
口　

俊
彦

副
委
員
長　

木
村
有
紀
子

委　
　

員　

矢
野　

憲
一

　

〃　
　

廣
野　

伸
一

　

〃　
　

小
田　

則
子

　

今
回
は
平
成
25
年
か
ら
石
川
亀
山

地
区
で
新
規
就
農
し
た
浪
江
寛
資

（
と
も
よ
し
）
さ
ん
を
木
村
委
員
、

小
田
委
員
が
取
材
し
ま
し
た
。

　

地
域
の
担
い
手
と
し
て
活
躍
し
て

い
る
浪
江
さ
ん
は
、
以
前
か
ら
た
こ

焼
き
店
を
経
営
し
て
い
た
が
、
亀
山

地
区
で
農
業
を
営
ん
で
い
る
奥
さ
ん

の
祖
父
が
高
齢
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、

浪
江
さ
ん
が
跡
を
継
ぐ
よ
う
に
な
り
、

日
中
は
農
業
、
夕
方
か
ら
は
自
身
が

経
営
す
る
た
こ
焼
き
店
で
働
く
よ
う

に
な
っ
た
。

　

京
丹
後
市
に
も
店
舗
を
出
店
し
て

い
る
が
、
今
年
の
６
月
に
は
、
亀
山

地
区
で
朝
市
を
し
て
い
る
さ
み
ど
り

会
の
建
物
を
リ
フ
ォ
ー
ム
し
て
「
た

こ
焼
き
焔（
ほ
む
ら
）」
の
２
店
舗
目

と
な
る
与
謝
野
店
を
オ
ー
プ
ン
し
た
。

　

与
謝
野
店
で
は
、
自
分
で
栽
培
し

た
自
慢
の
コ
シ
ヒ
カ
リ
を
店
の
製
粉

機
で
米
粉
に
し
て
、
小
麦
粉
の
替
わ

り
に
米
粉
で
た
こ
焼
き
を
作
り
、
お

客
さ
ん
に
提
供
す
る
こ
と
で
六
次
産

業
化（※

）を
確
立
し
て
い
る
。
小
麦

粉
を
使
用
し
な
い
100
％
米
粉
の
た
こ

焼
き
専
門
店
は
全
国
初
と
の
こ
と
。

ま
た
、
他
の
材
料
も
町
内
産
の
ネ
ギ

や
丹
後
産
の
卵
・
タ
コ
を
使
用
す
る

な
ど
材
料
に
こ
だ
わ
っ
て
い
て
、
今

後
は
天
か
す
や
紅
シ
ョ
ウ
ガ
も
自
家

製
に
し
、
将
来
的
に
は
キ
ッ
チ
ン
カ

ー
等
を
利
用
し
た
移
動
販
売
も
視
野

に
入
れ
た
活
動
を
し
て
い
き
た
い
と

話
さ
れ
て
い
た
。

※

六
次
産
業
化
と
は
、
第
一
次
産
業

で
あ
る
農
林
水
産
業
が
、
農
林
水

産
物
の
生
産
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、

そ
れ
を
原
材
料
と
し
た
加
工
食
品

の
製
造
・
販
売
や
観
光
農
園
の
よ

う
な
地
域
資
源
を
生
か
し
た
サ
ー

ビ
ス
な
ど
、
第
二
次
産
業
や
第
三

次
産
業
に
ま
で
踏
み
込
む
こ
と
。

　

京
都
与
謝
野
ホ
ッ
プ
生
産
者
組
合
で
は
、

平
成
２
７
年
か
ら
ホ
ッ
プ
栽
培
に
取
り
組

み
、
今
年
で
４
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。
昨

年
ま
で
は
ア
メ
リ
カ
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
品

種
を
栽
培
し
て
い
ま
し
た
が
、
今
年
は
国

産
ホ
ッ
プ
の
品
種
に
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て

い
ま
す
。
栽
培
を
始
め
た
頃
は
全
体
で
１

０
０
ｋ
ｇ
ほ
ど
の
収
量
で
し
た
が
、
年
々

収
量
を
増
や
す
こ
と
が
で
き
、
今
で
は
全

国
各
地
の
ク
ラ
フ
ト
ブ
ル
ワ
リ
ー
に
出
荷

さ
れ
、
醸
造
さ
れ
た
ク
ラ
フ
ト
ビ
ー
ル
が

飲
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
昨
年
の
８
月
に
は
与
謝
野
町
内

の
小
売
店
に
て
町
内
産
ホ
ッ
プ
を
使
っ
た

ク
ラ
フ
ト
ビ
ー
ル「
与
謝
野
絶
景
ビ
ー
ル
」

が
販
売
さ
れ
ま
し
た
が
す
ぐ
に
完
売
と
な

っ
た
た
め
、
今
年
も
限
定
醸
造
さ
れ
ま
し

た
。
昨
年
と
は
違
っ
た
ビ
ア
ス
タ
イ
ル
の

「
与
謝
野
ア
ン
バ
ー
ラ
ガ
ー（※

）」と
い
う
名

前
で
町
内
の
小
売
店
で
販
売
さ
れ
て
い
ま

す
。

※

名
前
の
由
来･･･

ア
ン
バ
ー
と
は
琥
珀

と
い
う
意
味
で
、
琥
珀
色
を
し
た
ラ
ガ

ー
ビ
ー
ル

六次産業化に取り組む若手農業者を取材しました。

今年も与謝野町産ホップで作ったクラフトビールが販売されました！


